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「ふげん」原子炉領域のレーザ切断工法による解体時に発生する気中移行粉じんの回収方法の検討のた

め、原子炉構造材を模した試験体(コールド材料)を対象に大型水槽内でレーザ切断を実施し、この時の粉

じん挙動に係るデータを取得するとともに、フィルタ等による拡散防止対策効果の確認を行った。 
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１．目的 

「ふげん」では、原子炉本体の解体に工期短縮及び二次廃棄物量低減等の観点で優位なレーザ切断工法

を適用する計画である。「ふげん」の原子炉本体の構造材は約 25 年間の運転による中性子照射で放射化し

ており、解体時には放射性の粒子状物質（粉じん）やドロス等が発生することから、事前にそれらの挙動

データを取得することが安全評価上重要である。 

２．方法 

日本原子力研究開発機構のふくいスマートデコミッショニング技術実証拠点（スマデコ）の廃止措置モ

ックアップ試験フィールド水中技術実証試験エリアに設置された大型水槽（円筒型プール）内に原子炉構

造材を模したSUS304試験体(コールド材料)を設置し、アシストガス流量及び切断速度をパラメータとして

30kWレーザ切断装置（出力10kW）による水中切断試験を実施した。レーザ切断時の気中移行粉じん及び水

中移行粉じんの挙動に係るデータを取得するとともに、HEPA フィルタによる気中粉じんの除去効果を確認

した。 

３．結果及び考察 

 水中レーザ切断後に回収したドロス、気中移行粉じん及び水中移行粉じんの重量を測定し、各々の移行

量を評価できた。 

切断中に発生した気中移行粉じんの粒径分布をELPI+（電子式低圧インパクタ）で計測して評価するとと

もに、HEPA フィルタにより気中移行粉じんをバックグランド以下に除去できることを確認した。 
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